
’

　、（c）」メタン瓦斯の灘分布，

　　域内に於ける飽和地点は次の地匡に於V忙見られる。

　　’一・住イ道町・南郷村を含む略々南北に長V・地区己

　　二，布砲市を中心とする地区。．．，

　　　　　　　　　　　　　　ぺ　上の中7ム，は往ノ道トラツプに属し，大阪瓦斯田に於

　’ける最大値を示す有望地区であり，二・じは住ノ道トラツ

　プとその西方の城東トラツプg中問位にあり，河丙地方

　に於ける新トテ身プと目される。右の二地区の他』生駒

　山西麓澹ひの李坦地に禁いてほ稀弱ではあるが1南北方

　向に可成り蓮続して均等な数値を示す。

　　　　　　　4物理探「鉱調査
　　（1ン調査地

　　7Dr13井一一港区抱月町
　　5L－7井…・一…北河内郡南郷村

　　（2）調査方法　　　　　　l
　　電気探査法（シユランベルヂャー法）により馨井内の

　●堆積暦の電気比抵抗と自然電位ゑ測定し，これを掘墾時

　に得た地質柱状爵と比較し，一含瓦斯暦の軍確な賦存肌態

　を把渥レた己

　　（3）。調査成果
　　’（A）τD一・3井（醸・79m）、

　　イ　液体の比抵抗値……深度28m，¢0血，80m，♀9m

　　　　　　　　　　　　　な　　　一附近1こや玉著しい異常が認められた。浸出水によ　・

　　　るものと思われる。

　　ロ　地暦の比抵抗値………6～7のピークが認められ

　　　る。
　　　　　　　　　　　　　ワ　リ　　ハ　自然電位∵…＝…変動甚だしく到定の資料として禿、

　　　分でなv｝。
＼　　　　含瓦斯暦である砂・礫の賦存駄況は次の如く推蜘

　　　　される。
　　　　　　　　　　　　　　　　も　ド
　　　深度．33～39；n。52～60mo64～73m。82’》94m。、

一
6
22．24。05－5讐

　　96塑Om。124～141而。、142～147m。1β4～σ
B』5L－7ヲギ（深度73m）

　イ　液依の比抵抗値一・…｝・著しV・変化なし。’』　P

　ロド地暦の比抵抗痢直……轡4勲所に著しきピークが認．

　曳められた。砂・礫暦に基くものである。

　ゼ・自然電位………・の値大なる部分に於いてマイナ、

　　ス方向の電位現わる。地下永の流動に関係ある’も

　　のならん。
・’上の結果は，地質柱状図と略や一致し含瓦斯暦である

砂。礫暦の深度及び層厚は次の如し。／　　　　　｝1

　深度14～17m礫暦。50～55m僕厨。59～qlm礫暦ひ

　、唖　　　　　5物理試瞼
　第ム回調査に於いゼ実施した如ぐ含瓦斯地下水を含み’

得る砂礫暦塗構成する半砂の機械的分析を行う罵に木限、

騨に鮒る駅榊脚こ於いて数ヵ所の地点腿匙
てサン字ノセを探集して分極を行つ為結果・之れらのサン

プルに於V・ては有効粒径は一般にヌノ4から1／16m皿に・

属し，前回の7E－12井のGIG5層同檬の細・かさを有

するが粗粒のもPは割合に多く含まれてv・る事をしつた。

　なお孔隙牽・滲透率等の実験値につ》ては追蜘報告す一

る予定である6

　　　　　　6資料集輯1
　今次調査に件う墾井資料（地質柱妖図・揚水量・水位．

等）の集録せられたものには工場用・上水道水源用難井

があり，・この他当地域は特に耕地面積が広大溢あるた

め灌溜用墾井が多数存在する。　　　・．

　然し何れもその開馨は多年を経過し，資料の散逸せる，

、場合が多く・集録ぜられた資料は手00余本で勘る。”

　、該調査区域関係分の外・大阪市酋近郊に於ける墾井資

料は市内に於ける地化学調査と同調して随時集牧しつ』

ある。　　　　　　　　　＼鬼

、

㌔

白立鉱山に於ける高速度廻轄試錐機によ．る試験

渡．辺武夫粥・虎岩達夫罧

　　　　　　　R6sum6
　　　ヂ　／TeSts・fJ襯nes畦Highs”6ed㌧
　　　　Core　Drm（Kl．B、Ty夢e）

　　　　　　　　by
　Takeo　Watanabe＆Tats亘o　Tor準iwa

lA　preliminary　test　of　KB』type剛corひdril1

（made　in　Japan）was　performed．at　Hid．achi

弊技術部試錐課長　懸元所員．

地質月報第2巻第1号，

Mine　in　Qrder to　obtain　an　exact　drilling

e債cie亘cyゑnddatafdrl甲imprqvement・i耳
August194♀　↑his　machine　hasめeen　m皐de
by　Kδken戸Shisui　Co．1td．　It　cαロ、dτ』ill　down　　　　　，◎

to　the・depth　of．200m，and　is　eleqtrically

driven　with歌rotatio葺speed　o薫750－1500
per’mi血ute．．ぶ

　Results6btai且ed　is　s五〇wn　as　below：　　　　o

　（1）D｝illing頚iciencygi＄ 6eveτaltimes
、as　large　as七hat　of　Ton6type輌th手6w

尋5



鶴

、

’

o零

＄peed　of　rotatiop　which　i3st皿now　of　use

in　Japarし

　（2）　It最s　necessary　that　the　weight　of

the　new　m＆chine（（瓦4‡o的is4iminished』

ζ3）Sharpnessindrillingismaximuワ・
when　rotating　speed　is750per　minute．
　（4）　It　is　r［eces＄ary　to　eli導in昇te　vibr段ting

sh6cks　of　the　frame　on　which　the　machine

is　constrUcted．
　　　　　　　　　　　　り
　　　　　　　　　1．　目　　　的

　わが国の試錐技術は載時中技術的には空虚に過し何等

進歩を見せず欧米の技術とは十数年の開きがある。殊に

硬岩に於けう掘進牽の塘進が要望されてV・る乳こ爾耳的

の爲1こ国産として最初に試作されたのが瓦B‘型試錐機

く鉱研試錐工業株式会肚製）である。

　当試錐課ほ使用者の立場より当該試錐機の高速度回転

による掘進牽と機械的改良に資する爲紅当球験を行つた。
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ワレリヤスXロンライヤー

蛾

　　　　　　　2．調査期間及び調査員　　　　　　　・

　昭和24年’8『月8日より8月28．周迄3週間，虎

岩獣少池正呑隊軸三翻査縦駅た・
　　　　　　　鼠　試錐地及び地質
　試錐地は月立鉱山第1堅抗、150血，第2紳峯1間2暮

で附近の地質は珪化した角閃片岩で塊状部分には石英の

細脈が多いが，叉部分的には圧埣され，緑泥化され粘土

質細賑が多v・。

　　　　　　　　　4．試駿欺況
　（A）使用機械　　一　　　　　　　’。

　（KB型試錐機）

　本機は金属鉱床を対象ξして設計製作されたものでわ，

が国最初の高速度回転試錐機である。製作会肚鉱研試錐

工業株式会肚。

掘進可能深度20ぴ狐1

回転歎　回！分　750一？1000－1250－1500・4段変速”

動力　　　　3相，220V　3HP

掘進速度1時間当り　　9～18m

掘準方向’360度（何れの方向に対しても掘進可能）

重量、　一　、400kg．

　〔クレリヤス製X型ドリノレ〕

　製作会紅　スエーデン，　クレリヤス会杜

掘進可能深度　　100m

回転数　回／分　　　300～400

動力　　　　　　　　　室気動80～100・LBS／D’

重量　　　　　　　　200kg

監1930年度の製作で坑内用に設計されでおり2太の支

桓…で定着ざせる。

（B）使用ポンプ

　ヤマト製リオ岸シングトン型空気動ポンプを使用した。

ポンプは掘進中のスライム（掘青）の排除，’回転ビッ轟』

◎
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の冷却，或は糀土を混入して孔壁の崩壊防止，叉セメン

トミルクを注入する事も出來る。

（Cンロツド（掘管）

　高速度回転であるりで從來の右ツドでは掘進辱際し・

．捻れ荷重等より視て無理な¢　で特に材料を精選した・ツ

ドを使用したらその材質成分は次の通りである。

　　　　　　　・ツド　分析試験表i

Tung母enl　Sf
Carb．

、Mn P S

多数植付けてあるため高速度回転に季も耐え，しかも岩芯

採取率・も非常によV・が，価格が高く（90ドル）国壼晶は試

作の範囲を出ていな》。

（E）KB型新型機による掘進欺況

　各クラウンによる掘進状況は次の通りである。クラウ

ンA々こ819cm掘進所要時間48分30秒掘進摩2～5

cm／minで從來のものに比し非常に良好であつた。

，（Fig－3）り

0。419 0．16 0．71　　　　　0．016　　　　　0．029

（D）　倹用クラウン　．

　（A）＝外径1嘩玖〆恥メタルチツプ』（5叉5×8m／m）6

　　　コ植付

　（B）外径41m／mメタルチツプ（5×5×8n瓦lm）8

　　　コ植付
’（C）外径41m，㎞ブラツグダイヤキンド（1／3～％　』

　　　カラツト）18噸付
　lD）外径41mlmブラツクダイヤモン・ド（％～1カ

　　　ラツ ト）10冠植付

　（E）・．米国・ングィヤ、一会祉製，EX型，（外径

　　　37m／m），以上4種類であるが（A）（B）（C）

　　　（D）はhαn4s6tting（手植）・rE」ρみcast

　　　setting曝込）

　メタルチップ

　主成分はタングステン（W）コバノレト（Co〉ニツケル

（Ni）カーボン1（C）鉄（Fe）であるが各メ．一カーによF

りその鯉分は畢る。本試験に際レて峠車芝製タンガロイ

チツ，プを使用し浸，その硬度試験の結果，ぜツカース硬．

度1297護）であるb、

　ブラングクラウジ

　普通軟鋼を加士して作つたもので，使用局的により外、

径40m／m～100m！短迄あるが材質の硬“ものはメタ

ル植付上非常1；困難である。

　特にブラツク財ヤモン1吻handsettin琴・に1鰍い

材質のクラウンを使用する。

　ロンゲイヤービツト

　これは最近米国ロングイゼー会肚より輸入されたも．

のでEX型（外径37m／m），でボ1げダイヤモンドを

8ヵラット内外をcastsetting（鎗込）した車ので如何

なる硬岩に対し七も穿孔出來得るピツ．トで夢る。

　從來我が国のダイヤ毛ゾドクラウンの場合は全部
hand・settingのため，粒子も大きくて％～2ヵジッ・ト）高

遽度回劒鵬麟の恐れあり・從うて植狩技術権練

を要した々：，．cast・菖eゆitの場合そり心鯉なく細粒子を

cm。

t．

脚

80

60

4D

20

．0

、

に　　　　　　な

10　ZO　30　40　50　60

　　　　　し

Fig。3KB機

＿』分

回転数岩夢長l
R．：P．M．　cm

750 35

採取傘11分間当李均

　％曜　進尺cm

42．7

使用1クラウレ及び
　メタノレテツフ。

ag5・膠馬．
　　　　イ6．ゴ植｛寸、

　　　l

cm　l　　30＋
　　20
　　10
　　㌔

暫

へ

、Fig。　4　KB機

10　　2導　　30

一一一←分

蟹欝騰蘇野

75G

　／

35t6怨

1疹間当雫均
、進尺cm

一2、34

使用クラウン及鷺び・

　メ、タノレテツブ

外径41m／卑

東芝タンガ・イ

6■植付’

47



ゆ

1駐0

100

、80

㌧

6α

＼

cm．

↑
　　40

　・20

0

Fig．　6　K．B機

』1

／ 回転数
R．P．M．

750

岩芯長
、cm

0

探取率11分間当雫均使用クラウン及び
　％　1進尺cm　　メタルチツプ

0

●

4。2
クラウンA
　〃’　B
東芝タンガロイ

＼

　　　　　　40　．～0　30　如　駒　60

　　　　　　＿分
Fig、　5　K』B機

欝糠長1鰭1莚驚均隙彩享饗

o

£m．

1

　　　＼

　　　　　　37。41750　　　52
　　　　　　外径41m／m
’　211　　　　　　東芝タンガ・イ
　　　　　　6コ植付

　騰
ψ

塗

o剛

●

2

1

o

0

Fig7・K．B　　機

40、　ZO　　30

＿→一分、
の

囑

回転数 岩芯長探取率

R蹴1℃ml％1
　　卜

750　　0
／
ド　0
ヒ

、、　　　ノr

1一分間当雫均使用クラウン及び

　進尺cm　　ヌタルチップ

・2．2
　クラウンA
　』〃　　，B
東芝タンガ・イ

60

cm　40

zo

0
」O　　ZG　　30

Fig8K』B機

＿二一伽分

10 ZO「　30

幣 一分

回転数
R．P．M．

750

岩芯長1探取率『1分聞当雫均使用クララン及び

cm

0

％

0

、進尺c献

1．1一

メダルチツプ

　クラウンA
　　〃　’　B
東芝タと分・イ

む

48



Fig．11K．B機
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Fig・44　クレ、リウスX型機
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400

岩芯長

cm

53

採取奉
」髪『

17

1分間当亭均
・進尺cm

1．9

Fig．　17　クレリウスX．型機
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，メタルチツプ
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　　　ウン
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R．P。Mlcm／％
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Fig．15クレリウスX型機

ノ

、進尺cm　　　　　　メタルチツプ
　　　　　．外径36m！m、
　　　　　ブラツクカーボン』
　　1．0　　　　　11コ植付，
　　　　　ガイドクラウン付．

3’
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400　　10 ノ45 2．8

米国ロングイヤー
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Fig．16　クレリウス型機

2

画転数冒卜岩芯長瞭取傘

RP．蟹．icm　多＿

400 52 54

証 秀聞喜亭琢使用万ラ▽ジ友び

　進尺cm ／ メ察花乏坐二、
　　　　　F外径36m血　，
　　　　　1ブラツクカーボン
　　1．O　　I、　　　　　111コ植付
　　　　　1ガイ［クラウ、ン付

　メタルは静かに磨粍する程度である。石英質の強v・部分

　に至り掘進i著しく低下したため（Fig・4）クラウソBに

　取替えたが同様2cm18min位で非常に磨粍した・併し突

　．破してこれを更に27cm，lminの順調な掘進を示しえ。

　（Fig5．6．7）’クラウンBにより1，265cm掘進46分を：要：

　した。2～4．76m／minの掘進牽を続けたが，23cm附近か

　冒ら堅硬となり途に掘進不能となつた。、（Fig・亀9）・

　　家にクラウンDに取替えたがボルツの配置及びクラウ

　ン形駄不良のため使用不能となり・クラウンEにより23

　分間6．750cmを掘進した（Fig　lo）ところが，岩質粗し

　ようとなり或はガイドシエルの内側の溝のた崎にコーア

　づまりして10cm位づつしか掘進が出來なくなつた、。．

　　次はクラウンDを試験するこ・ととしクラウ，ンEによる

　部分をリーミング中ボルツ脱落（外周全部）掘進不能，㌧

　したがつてクラウンEにより60分間146cmを掘進し

　た。（Fig11）　み
　　次に新しいクラウンA，Bによりリーミング及び掘進

　を続行したが，1分間当り約1cmの掘進で磨粍甚しくよ

切　つてチップを取外し逆転して植付け研磨の後再度使用す

　るも岩石堅硬のため磨粍晩落破損し遂に掘進不能となつ

　たので，錐進を中止した。

　　（F）クレリウスX型ドリルによる掘進欺況

　　・クレリウス「X，型下リルにロングイヤーEX型クラウン

　を使用した結果，P23分に50cm（コーア採取牽9・2％46

　℃血）を掘進した。　〈Fig12）

　　米国に於けるEX型グラウンによる実績は堅硬岩に対1

　し1，000R．P．M程度で大依6ぐ一8cm／min一の掘進である。

o

（
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　　　　1

～時 r　一，
／
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　　　　　　　5結　　　　語
　（イ）從來の回転式試錐機の廻転数は100RP二M内

外程輿であるが，少くとも700～1，000RP・M・位にする事

により從來の数倍の能率を上げ得る見込がつv・た。

　〈ロ）機械の重量は坑内掘りとして更に軽減し形態も

小さくし動力は塞気動のものが望ましい。

　（ハ）　小型試錐機として形態，重量，講錐能力の，バラ

ンスを適当にし・枠に取付け150m位の能力のものにし

たい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ
　（二）廻転数は』400～1，000R．P．M位の範囲で設計す

るのがよや。K』B型機の場合750，RP・Mが最も切れ昧

が良好であつた。，

　　　　　　　　　　サ　　　　　　ぴ　（ホ）　タンガロイ植付クラウンの能力意外に良好で特1



も

に堅硬な弛点は別として大体2・5cm／頭n位の掘進傘で

クラクンの磨粍限度1・5m～2・O　m位であろ垢岩芯探

取率も良好であるが破埣される欠点がある。

（へ）・ボノレツ鮒クラウンは形朕，求～レツ6配置，植

付寿法，クラウンの材質についゼ今後大いに研究め余地

があろう。

　　　　　デ　　ら
（ト）　ロングイヤーEXクラウンはコ㌘アチそ一ブの

不適で能力を充分発揮出來なかつた。コ・一アチユ届、ブ¢）1

機構の研究を要する。岩芯探取牽ほ極菊で良好ぞある。

　（チ）機械的には掘進中の震動を少くする据付装置

、と機械のバランズを考慮敦良する必要がある・　hand

feed　sy＆tem．feed　preasure．の表示装置等も欲しい。

（昭和輿年8月試瞼）．
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　　　　　　要　、　約畠
　鵬島県横田鉱山の黒鉱鉱床に対し，既蜘鉱床の周縁地

・騨於ける騨聯見を目的として・電気聯灘よる

調査を行ったσ　　　　　一

　調査は第・，第4の欄査区域醸て実施し第L
3・41の3区球に於いては自然電位法及び比抵抗法を・第

　芸物理探鋳部』

　地質月報第2雀第1号、

　　　　　　　　　　　　一q

2区域に於いては自然電倖法のみを行った。その結果第6

1調査区域に於いては・，浜子坑口の南々東約80m附近ジ

友び同第口より南酉約200mに当ち附近に鉱界賦存が”

推定される徴懊を認め，叉第3調査区域に於》て・四十

九院錺床は北方に拡りシ又露天掘跡の永辺より西北方約

70卑附温ども鉱床潜在によると思われる示徴を得たぺ

、これらの示徴地区に対しては，㌧試錐を実施して更に探鉱1一

　のを進める必要が昂ると思われる。第4調査区域に禁い
ては、明かに新鉱床を到定し得る様な結果ほ得与れな喬　、

、つたが・一鞭に調査を行秘要勘幣と思われる・第

・響野響讐響欝『
　昭和23年 9月下旬より10月中旬に亘り横田鱗山
に於V・て電気探鉱調査に從事した。ごごに，その結果を報，

告する。一

　’本調査にお喚ては・筆者の外本聞一郎，杉山光佑が電

鱗鉱を・掘醜次醐量を担靴瓦奉鉱雌昭和
　13年堀家万太郎氏年より開山され・職箏中露天掘によ’一

　り採掘さ馳た渉終駿後直ちに休山し現在に至？てV・る。　・

　’本調査施行に際し種々支叢を与えられた編島県鉱業会’

瞬瑚意妹する郷鏑る・
　1位置及び交通　一
　横購購鶴県大沼蔽田村に在つて・瀬畔礁

の勅約5・・m醸馳騨ある・脚へ1絵鱒会
　津宮下駅よわ只見に至るバスが通過し，宮下より約31

♂km，只見へは約11gPklnの地である。

　2　地形・地質及び鉱床　，

　激鉱山は，横田村を西より東に横断して北東方に流れ

　る只見∫11の南岸に在る。こめ附近は・海抜330m内外

　の比較酔麟地域で・標高60・～8・・mの脚に駒・

　南北より挾まれている。下横田部落の南西にほ｝比高最
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